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測
量
7
年
連
続
減
、
コ
ン
サ
ル
微
増

建
設
関
連
業

10
年
度
登
録

国
土
交
通
苔
は
2
2
日
、
2
0
1

0
年
度
の
建
設
関
連
業
登
録
状
況

■
を
公
表
し
た
。
測
量
業
は
7
年
連

森
の
減
少
と
な
っ
た
一
方
で
、
建

…
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
と
地
質
調

査
業
は
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
だ
が

5
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
。

測
量
業
の
登
録
者
数
は
前
年
度

一
比
2
・
2
％
減
の
1
万
2
6
9
5

着
。
特
に
、
1
0
0
0
万
円
以
上
2

0
0
0
万
円
未
満
が
2
1
・
2
％
減
、

1
0
0
0
万
円
未
満
が
1
0
・
l
％

減
と
な
っ
て
い
る
。
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
は
1
・
0
％
増
の
3

9
5
2
者
。
地
質
調
査
業
は
0
・

2
％
憎
の
1
2
8
9
者
だ
っ
た
。

都
道
府
県
別
の
増
減
を
見
る

と
、
測
量
業
は
8
割
以
上
の
自
治

体
で
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、

残
り
の
2
業
種
は
減
少
し
た
自
治
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W
W
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誉
キ
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W
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体
が
2
割
か
ら
3
割
程
度
に
と
ど

ま
る
。
2
業
種
の
中
で
1
0
％
以
上

増
加
し
た
自
治
体
は
、
建
設
コ
ン

す
ル
タ
ン
ト
が
秋
田
、
岡
山
、
長

痛
の
3
県
、
地
質
調
査
が
山
形
、

元
歌
山
、
烏
取
、
香
川
、
熊
本
、

ほ
大
分
の
6
県
だ
っ
た
。

3
業
種
の
兼
業
状
況
は
昨
年
度

か
ら
変
わ
り
な
く
、
測
量
は
専
業

が
8
割
程
度
を
占
め
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
測
量
と
の
兼
業
が

5
割
、
地
質
調
査
は
3
業
種
登
録

が
5
割
を
超
え
て
い
る
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
を
部

門
別
に
見
る
と
、
登
録
総
数
は
2

・
7
％
増
の
9
5
9
5
。
1
者
当

‥
た
り
の
平
均
登
録
部
門
数
も
0
・

0
4
％
増
の
2
・
4
と
な
り
、
経
年

的
に
見
る
と
上
昇
傾
向
に
あ
る
と

■
い
う
。

品
　
国
交
省
で
は
「
部
門
を
広
げ
、

要
務
を
確
保
す
る
こ
と
の
現
れ
で

濠
な
い
か
」
　
（
土
地
・
建
設
産
業

面
）
と
み
て
い
る
。

2
1
部
門
そ
れ
ぞ
れ
で
は
、
電
力

土
木
、
鉄
道
、
ト
ン
ネ
ル
、
機
械

あ
4
部
門
が
減
少
し
た
一
方
で
、

廃
棄
物
が
1
8
・
2
％
増
の
7
8
、
電

意
電
子
が
6
・
5
％
増
の
l
1
5
、

壷
設
環
境
が
5
二
十
％
増
の
4
7

9
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

登
録
状
況
の
調
査
は
測
量
法
と

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
規

程
、
地
質
調
査
業
者
登
録
規
程
に

基
づ
き
実
施
し
て
い
る
。
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